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賄
え
ず
、
北
米
品
の
流
入
に

よ
り
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
保
た

れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
な
か

９
月
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
直
撃

し
た
影
響
な

ど
で
複
数
の

米
国
塩
ビ
樹

脂
メ
ー
カ
ー

が
不
可
抗
力

を
宣
言
。
米

国
か
ら
ア
ジ

ア
へ
の
供
給

が
ス
ト
ッ
プ
し
た
こ
と
で
需

給
バ
ラ
ン
ス
が
一
気
に
タ
イ

ト
化
し
、
１
㌧
１
千
㌦
を
超

え
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

―
今
年
の
展
望
は
。

　
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
に
つ
い
て

は
、
内
需
は
昨
年
後
半
か
ら

の
回
復
基
調
を
維
持
し
、
通

年
で
は
20
年
比
２
〜
３
％
程

度
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
需
要
先
の
業
種
に
よ
っ

て
回
復
具
合
は
ま
だ
ら
模
様

で
、
半
導
体
に
代
表
さ
れ
る

絶
好
調
の
需
要
先
も
あ
れ

ば
、
紙
・
パ
ル
プ
の
よ
う
に

そ
う
で
な
い
需
要
先
も
あ

る
。
従
っ
て
20
年
を
底
に
回

復
は
す
る
が
、
こ
れ
を
実
感

す
る
状
況
に
は
至
ら
な
い
。

海
外
は
新
規
需
要
先
と
し
て

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
ア
ル
ミ
ナ

精
錬
工
場
の
立
ち
上
げ
が
予

定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
内

需
同
様
、
低
調
さ
の
解
消
に

は
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
塩
ビ
樹
脂
に
つ
い
て

は
、
内
需
は
現
時
点
で
は
明

る
い
要
素
が
見
当
た
ら
ず
、

多
少
は
回
復
す
る
も
の
の
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
く
の
で

は
な
い
か
。
海
外
は
先
行
き

北
米
品
が
ア
ジ
ア
に
戻
り
、

価
格
調
整
局
面
入
り
が
予
想

さ
れ
る
が
、
需
要
自
体
は
強

い
状
況
が
継
続
す
る
。

―
電
解
稼
働
状
況
は
。

　
塩
ビ
樹
脂
に
紐
づ
い
た
電

解
設
備
は
、
お
お
む
ね
フ
ル

稼
働
を
維
持
し
、
非
塩
ビ
樹

脂
系
の
電
解
設
備
は
塩
素
が

ど
の
よ
う
な
製
品
に
紐
づ
い

て
い
る
か
に
も
よ
る
が
、
多

少
余
裕
が
あ
る
状
況
が
続
く

だ
ろ
う
。
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
の

生
産
量
に
関
し
て
は
、
20
年

は
３
９
３
万
㌧
だ
っ
た
が
、

そ
こ
か
ら
２
〜
３
％
増
え
４

０
０
万
㌧
前
後
に
戻
る
と
見

て
い
る
。
４
０
０
万
㌧
は
こ

こ
数
年
で
も
そ
れ
な
り
に
高

い
水
準
と
な
る
が
、
先
ほ
ど

も
述
べ
た
よ
う
に
内
需
が
低

調
だ
か
ら
、
余
剰
分
を
輸
出

に
振
り
向
け
稼
働
及
び
生
産

量
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
20
年
は
内
需
が
６
％

減
っ
た
一
方
、
輸
出
は
15
％

伸
び
た
が
、
21
年
も
輸
出
増

の
基
調
が
続
く
だ
ろ
う
。

―
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
市
況

は
改
善
傾
向
で
す
。

　
直
近
は
１
㌧
２
３
０
㌦
前

後
で
推
移
し
て
お
り
、
今
後

の
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
も
よ

る
が
、
現
行
の
価
格
水
準
を

軸
に
月
々
で
変
動
を
繰
り
返

し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
、
輸
出
は
日
本
の
み
な

ら
ず
、
韓
国
や
台
湾
も
似
た

状
況
。
結
局
、
塩
ビ
樹
脂
を

取
り
巻
く
事
業
環
境
が
良
い

か
ら
電
解
設
備
は
フ
ル
稼
働

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴

い
輸
出
に
振
り
向
け
る
カ
セ

イ
ソ
ー
ダ
の
量
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ア
ジ

ア
需
要
の
低
調
さ
が
続
く

と
、
市
況
は
弱
含
み
で
推
移

す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
も
っ
と
も
長
い
目
で
見
る

と
、
電
解
設
備
の
増
強
計
画

が
限
ら
れ
る
な
か
、
ア
ル
ミ

ナ
や
レ
ー
ヨ
ン
、
ケ
ミ
カ

ル
、
そ
れ
に
豪
州
で
の
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
用
水
酸
化

リ
チ
ウ
ム
工
場
な
ど
需
要
サ

イ
ド
で
は
多
数
の
新
設
計
画

が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
が
予
定
通
り
立
ち
上
が

れ
ば
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
タ
イ

ト
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

―
課
題
は
。

　
電
解
事
業
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

多
消
費
型
と
し
て
知
ら
れ
る

わ
け
だ
が
、
温
室
効
果
ガ
ス

（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
削
減
に
関
す
る

政
策
は
製
造
コ
ス
ト
に
影
響

を
与
え
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
厳
し
い
状
況
を
想
定
せ

ざ
る
を
得
な
い
が
、
カ
セ
イ

ソ
ー
ダ
、
各
種
塩
素
誘
導

品
、
塩
化
物
は
国
民
生
活
を

支
え
る
基
礎
素
材
で
あ
る
だ

け
に
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
安

定
供
給
の
責
務
を
果
た
し
て

い
く
と
同
時
に
、
政
策
動
向

を
注
視
し
な

が
ら
適
切
に

対
応
し
て
い

く
。
こ
れ
が

事
業
運
営
の

重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る

だ
ろ
う
。

―
他
国
に
対
し
て
日
本

だ
け
が
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
背
負
う
よ
う
な
状
況
は
回

避
し
た
い
で
す
ね
。

　
当
然
、
他
国
と
比
較
し
て

競
争
力
が
劣
る
状
況
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
社

を
含
め
て
日
本
の
メ
ー
カ
ー

は
輸
出
を
か
な
り
手
が
け
て

お
り
、
国
際
競
争
力
を
維
持

す
る
た
め
業
界
全
体
で
歩
調

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
一
方
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削

減
は
世
界
共
通
の
課
題
で
あ

り
、
当
社
と
し
て
も
コ
ス
ト

を
か
け
て
で
も
対
応
し
て
い

く
。
そ
の
一
環
と
し
て
Ｃ
Ｏ

削
減
・
有
効
利
用
推
進
委

員
会
を
設
置
。
25
年
に
Ｂ
Ａ

Ｕ
比
で
13
年
比
６
％
削
減
と

い
う
目
標
に
向
け
て
、
各
種

の
省
エ
ネ
や
バ
イ
オ
マ
ス
混

焼
と
い
っ
た
Ｃ
Ｏ

削
減
施

策
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

化
学
品
の
原
料
と
し
て
Ｃ
Ｏ

の
有
効
利
用
技
術
の
研
究

開
発
に
も
注
力
す
る
。
今
年

11
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
に
向
け
て

政
府
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
や
地
球
温
暖
化
対
策
計
画

の
見
直
し
を
進
め
て
い
る

が
、
新
た
な
方
針
が
示
さ
れ

れ
ば
、
当
社
も
そ
れ
に
沿
っ

た
削
減
計
画
を
立
案
し
、
実

行
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。

―
御
社
の
当
面
の
事
業

強
化
策
は
。

　
電
解
増
設
計
画
は
、
コ
ロ

ナ
で
事
業
環
境
が
変
化
し
て

い
る
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
じ

め
ア
ジ
ア
地
区
で
の
実
施
を

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
へ
の
対
応

で
先
行
き
製
造
コ
ス
ト
は
上

昇
す
る
方
向
。
そ
の
た
め
に

貯
蔵
タ
ン
ク
の
拡
充
は
じ
め

物
流
体
制
の
見
直
し
な
ど
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
に
継
続
的
に
取

り
組
む
。
21
年
度
は
合
理
化

の
観
点
で
の
投
資
を
計
画
し

て
お
り
、
こ
れ
を
通
じ
て
基

礎
体
力
強
化
に
つ
な
げ
る
。

―
昨
年
の
市
場
は
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ

ロ
ナ
で
終
わ
っ
た
１
年
だ
っ

た
わ
け
で
、
当
業
界
も
そ
れ

な
り
に
影
響
を
受
け
た
。
カ

セ
イ
ソ
ー
ダ
に
つ
い
て
は
、

内
需
は
年
後
半
か
ら
回
復
し

始
め
た
が
、
前
半
の
落
ち
込

み
が
響
き
通
年
で
は
前
年
比

６
％
減
。
海
外
需
要
も
豪
州

の
ア
ル
ミ
ナ
精
錬
工
場
の
よ

う
に
高
稼
働
を
維
持
し
た
需

要
先
も
あ
る
が
、
紙
・
パ
ル

プ
や
レ
ー
ヨ
ン
向
け
を
は
じ

め
総
じ
て
低
調
だ
っ
た
。
一

方
、
塩
素
サ
イ
ド
の
代
表
格

で
あ
る
塩
ビ
樹
脂
に
つ
い
て

は
、
内
需
は
通
年
で
１
割
近

く
落
ち
込
ん
だ
半
面
、
カ
セ

イ
ソ
ー
ダ
と
違
い
海
外
需
要

は
非
常
に
旺
盛
。
前
半
は
各

国
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
影
響

も
あ
り
、
さ
す
が
に
落
ち
込

ん
だ
が
、
７
月
以
降
は
イ
ン

フ
ラ
資
材
向
け
を
牽
引
役
に

中
国
を
中
心
に
ア
ジ
ア
の
需

要
は
好
調
に
推
移
し
た
。

―
塩
ビ
樹
脂
市
況
は
騰

勢
を
強
め
ま
し
た
。

　
ア
ジ
ア
地
区
で
は
域
内
の

供
給
能
力
だ
け
で
は
需
要
を

ク
ロ
ル
ア
ル
カ
リ

2021
化
学
品
動
向

東ソー執行役員化学品事業部長

大林　秀行氏

カ
セ
イ
ソ
ー
ダ

輸
出
増
の
基
調
継
続
へ

塩
ビ
樹
脂
需
要
が
牽
引

電解高稼働

　
今
年
は
２
月
２
日
が
節
分

だ
っ
た
。
１
年
は
３
６
５
日

と
６
時
間
弱
で
あ
る
た
め
、

４
年
に
一
度
の
閏
（
う
る

う
）
年
で
調
整
す
る
こ
と
に

な
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
だ
と

補
正
し
過
ぎ
に
な
る
た
め
、

季
節
が
変
動
す
る
こ
と
に
な

る
。
今
年
は
立
春
が
１
日
早

ま
っ
た
こ
と
で
、
１
９
８
７

年
以
来
１
２
４
年
ぶ
り
に
２

日
が
節
分
に
な
っ
た
▼
暦
だ

け
で
な
く
、
今
年
の
節
分
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
例
年
と
は
様
変

わ
り
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言

下
の
千
葉
・
成
田
山
新
勝
寺

は
大
相
撲
力
士
や
大
河
ド
ラ

マ
出
演
者
が
参
加
す
る
豆
ま

き
が
有
名
だ
が
、
今
年
は
そ

れ
ら
有
名
人
の
参
加
は
な
く

年
男
・
年
女
に
よ
る
豆
ま
き

が
行
わ
れ
、
豆
拾
い
や
福
豆

の
配
布
も
中
止
さ
れ
た
。
同

じ
く
、
京
都
・
中
京
区
の
壬

生
寺
の
節
分
会
（
せ
つ
ぶ
ん

え
）
も
、
厄
除
け
鬼
払
い
の

壬
生
狂
言
「
節
分
」
の
上
演

は
な
か
っ
た
。
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
て
い
な
い
地

域
で
も
、
岩
手
・
平
泉
町
の

世
界
遺
産
・
中
尊
寺
や
島
根

・
出
雲
市
の
須
佐
神
社
な
ど

も
恒
例
の
豆
ま
き
を
中
止

し
、
全
国
的
に
寺
社
で
の
節

分
の
催
し
は
縮
小
さ
れ
た
▼

節
分
と
は
文
字
通
り
季
節
を

分
け
る
日
の
こ
と
で
、
二
十

四
節
季
で
季
節
が
始
ま
る
立

春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の

前
日
を
指
し
て
い
た
。
そ
れ

が
江
戸
時
代
以
降
に
な
る
と

新
年
の
始
ま
り
と
さ
れ
た
立

春
の
前
日
だ
け
を
指
す
よ
う

に
な
り
、
大
晦
日
に
あ
た
る

節
分
に
鬼
を
払
い
新
年
に
幸

運
を
呼
び
込
む
行
事
が
広
ま

っ
た
▼
節
分
当
日
の
２
日

に
、
10
都
府
県
の
緊
急
事
態

宣
言
を
延
長
す
る
発
表
が
あ

っ
た
。
新
規
感
染
者
数
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、
菅
首
相
の

会
見
で
は
今
月
下
旬
か
ら
医

療
従
事
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
開
始
す
る
計
画
も
示
さ
れ

た
。
節
分
に
多
く
の
人
が
願

っ
た
鬼
退
治
（
疫
病
退
散
）

が
か
な
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
早
期
に
収
束
す
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
「
節

分
や
鬼
も
く
す
し
も
草
の
戸

に
」（
高
浜
虚
子
）。
　

次
期
増
設
の
具
体
化
へ

三
井
化
学

高
付
加
価
値
領
域
を
拡
大

超 高 分 子 量
ポリエチレン

　
三
井
化
学
は
、
超
高
分
子
量
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
（
Ｐ
Ｅ
）
「
ハ
イ

ゼ
ッ
ク
ス
ミ
リ
オ
ン
」
の
需
要
増
に
対
応
し
、
立
地
も
含
め
た
次

期
増
設
の
具
体
化
を
急
ぐ
。
並
行
し
て
独
自
の
特
徴
で
差
別
化
で

き
る
領
域
へ
の
シ
フ
ト
も
進
め
る
。
主
力
の
Ｌ
ｉ
Ｂ
セ
パ
レ
ー
タ

ー
向
け
で
は
、
競
争
激
化
を
踏
ま
え
て
強
度
な
ど
の
優
位
性
を
生

か
し
た
ハ
イ
エ
ン
ド
領
域
に
特
化
し
て
い
く
。
ま
た
、
高
強
度
繊

維
向
け
や
微
粒
子
タ
イ
プ
の
「
ミ
ペ
ロ
ン
」
と
い
っ
た
付
加
価
値

品
の
拡
大
も
加
速
し
、
さ
ら
な
る
収
益
基
盤
強
化
に
つ
な
げ
る
。

ミ
ペ
ロ
ン
で
は
差
別
化
を
追
求
す
る
べ
く
、
一
層
の
小
粒
径
化
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
だ
。

　
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
ミ
リ
オ
ン

は
平
均
分
子
量
が
最
大
６
０

０
万
の
Ｐ
Ｅ
で
、
耐
摩
耗
性

や
耐
衝
撃
性
、
自
己
潤
滑
性

な
ど
に
優
れ
る
。
岩
国
大
竹

工
場
を
中
心
に
生
産
し
、
現

有
能
力
は
年
産
８
５
０
０

㌧
。
主
力
の
Ｌ
ｉ
Ｂ
セ
パ
レ

ー
タ
ー
向
け
は
車
載
用
途
を

中
心
に
伸
び
て
い
る
も
の

の
、
多
く
の
Ｐ
Ｅ
メ
ー
カ
ー

な
ど
の
参
入
に
よ
り
競
争
が

激
化
す
る
方
向
。
こ
う
し
た

な
か
、
セ
パ
レ
ー
タ
ー
向
け

で
は
民
生
用
途
を
含
め
、
他

の
Ｐ
Ｅ
メ
ー
カ
ー
が
追
従
で

き
な
い
よ
う
な
超
高
分
子
量

Ｐ
Ｅ
の
優
位
性
を
生
か
せ
る

領
域
に
特
化
し
て
い
く
考

え
。

　
セ
パ
レ
ー
タ
ー
向
け
以
外

で
も
、
超
高
分
子
量
Ｐ
Ｅ
の

特
徴
が
発
揮
で
き
る
高
強
度

繊
維
向
け
な
ど
の
拡
大
に
拍

車
を
か
け
る
。
一
方
、
同
社

は
超
高
分
子
量
Ｐ
Ｅ
を
ベ
ー

ス
と
し
た
差
別
化
品
と
し

て
、
ミ
ペ
ロ
ン
や
「
リ
ュ
ブ

マ
ー
」
も
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
ミ
ペ
ロ
ン
は
触

媒
技
術
を
駆
使
し
重
合
段
階

で
均
一
に
微
粒
子
化
し
た
製

品
で
、
樹
脂
・
ゴ
ム
の
潤
滑

性
、
摩
耗
性
を
向
上
す
る
改

質
剤
向
け
の
ほ
か
、
酸
化
チ

タ
ン
の
ア
ン
チ
ブ
ロ
ッ
キ
ン

グ
な
ど
と
し
て
拡
大
基
調
。

安
定
し
た
需
要
を
持
つ
粒
径

25
〜
30
㍈
の
既
存
品
に
加
え

て
、
粒
径
を
10
㍈
に
微
細
化

し
た
ハ
イ
エ
ン
ド
品
も
採
用

を
広
げ
て
き
た
。
少
量
の
添

加
で
効
果
を
発
揮
し
、
最
終

製
品
の
小
型
化
、
薄
型
化
な

ど
に
寄
与
す
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
。
一
層
の
微
粒

子
化
に
向
け
た
開
発
も
進
め

な
が
ら
、
さ
ら
に
ミ
ペ
ロ
ン

の
拡
販
を
加
速
し
て
い
く
。

　
高
摺
動
性
の
リ
ュ
ブ
マ
ー

は
自
動
車
の
グ
ラ
ス
ラ
ン
チ

ャ
ン
ネ
ル
向
け
な
ど
採
用
を

広
げ
て
い
る
。
相
容
性
を
一

段
と
高
め
た
改
質
グ
レ
ー
ド

も
開
発
し
て
お
り
、
添
加
剤

と
し
て
の
拡
販
に
も
注
力
し

て
い
く
方
針
。

　
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
ミ
リ
オ
ン

で
は
、
次
期
増
設
の
具
体
化

に
向
け
た
検
討
と
並
行
し

て
、
独
自
の
特
徴
が
発
揮
で

き
る
高
付
加
価
値
領
域
の
比

率
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
事

業
体
質
も
強
化
し
、
付
加
価

値
品
を
中
心
と
し
た
成
長
を

目
指
し
て
い
く
。

　
三
井
化
学
は
、
フ
ォ
ト
マ

ス
ク
用
防
塵
カ
バ
ー
「
三
井

ペ
リ
ク
ル
」
で
、
最
先
端
の

半
導
体
製
造
に
用
い
る
Ｅ
Ｕ

Ｖ
ペ
リ
ク
ル
の
量
産
設
備
を

岩
国
大
竹
工
場
（
山
口
県
）

に
完
成
し
、
顧
客
認
証
な
ど

を
経
て
今
春
か
ら
営
業
運
転

を
開
始
す
る
計
画
だ
。
半
導

体
リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー
分
野
の

世
界
最
大
手
で
あ
る
蘭
Ａ
Ｓ

Ｍ
Ｌ
か
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
を
受

け
て
の
量
産
化
で
あ
り
、
Ｅ

Ｕ
Ｖ
ペ
リ
ク
ル
で
世
界
ト
ッ

プ
を
目
指
す
。

　
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｌ
は
Ｅ
Ｕ
Ｖ
露
光

次
期
増
産

新
拠
点
含
め
準
備
へ

今
春
か
ら
営
業
運
転

Ｅ Ｕ Ｖ
ペリクル

機
と
Ｅ
Ｕ
Ｖ
ペ
リ
ク
ル
を
開

発
し
た
唯
一
の
メ
ー
カ
ー
。

今
後
、
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｌ
は
Ｅ
Ｕ
Ｖ

に
関
し
て
露
光
機
に
注
力
し

て
い
く
と
見
ら
れ
、
ペ
リ
ク

ル
の
供
給
は
主
に
三
井
化
学

が
担
っ
て
い
く
見
通
し
。
両

社
は
今
後
も
製
品
開
発
な
ど

で
連
携
す
る
。

　
Ｅ
Ｕ
Ｖ
ペ
リ
ク
ル
を
用
い

て
製
造
さ
れ
る
半
導
体
は
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
高
機
能
機

種
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け

を
中
心
に
急
拡
大
が
見
込
ま

れ
る
。
今
後
の
需
要
増
に
対

応
す
る
べ
く
、
三
井
化
学
は

生
産
拠
点
を
含
め
て
次
期
増

産
体
制
も
準
備
し
て
い
く
考

え
。

　
三
井
化
学
は
Ｅ
Ｕ
Ｖ
用
だ

け
で
な
く
、
既
存
の
ペ
リ
ク

ル
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
製

品
開
発
や
安
定
供
給
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

帝
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

新
社
長
に
平
田
氏

　
帝
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
、

平
田
恭
成
取
締
役
常
務
執
行

役
員
が
４
月
１
日
付
で
社
長

に
昇
格
す
る
ト
ッ
プ
人
事
を

発
表
し
た
。
社
長
交
代
は
６

年
ぶ
り
。
日
光
信
二
社
長
は

取
締
役
特
別
顧
問
に
就
く
。

平
田
恭
成
（
ひ
ら
た
・
や

す
な
り
）
氏

85
年
神
戸
大

学
農
学
部
卒
、
日
商
岩
井

（
現
双
日
）
入
社
。
18
年
帝

人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
取
締
役
執

行
役
員
、
20
年
取
締
役
常
務

執
行
役
員
。
広
島
県
出
身
、

58
歳
。

　
デ
ン
カ
は
、
新
社
長
に
今

井
俊
夫
取
締
役
専
務
執
行
役

員
が
４
月
１
日
付
で
就
任
す

る
ト
ッ
プ
人
事
を
発
表
し

た
。
社
長
交
代
は
４
年
ぶ

り
。
山
本
学
社
長
は
代
表
権

の
あ
る
会
長
に
就
く
。

高

紳
介
取
締
役
会
長
は
取
締
役

特
別
顧
問
に
な
る
。

　
会
見
し
た
今
井
次
期
社
長

は
取
り
組
む
施
策
と
し
て
▽

18
年
度
か
ら
５
年
間
の
中
期

経
営
計
画
「
Ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
ａ
　

Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
―
Ｕ
ｐ
」
の
さ

「
事
業
構
造
改
革
を
推
進
」

新
社
長
に
今
井
俊
夫
氏

デンカ

今井俊夫氏

ら
な
る
推
進
▽
環
境
経
営
の

推
進
▽
社
員
一
人
ひ
と
り
が

働
き
が
い
を
持
ち
仕
事
を
通

じ
て
成
長
を
実
感
で
き
る
会

社
に
す
る

―
の
３
点
を
挙

げ
た
。

　
中
計
に
つ
い
て
は
「
交
易

条
件
に
影
響
を
受
け
に
く
い

ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事
業
に

経
営
資
源
を
集
中
す
る
戦
略

は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
そ
の
正

し
さ
が
証
明
さ
れ
た
」
と

し
、「
こ
れ
ま
で
の
成
果
と

新
た
に
見
え
て
き
た
課
題
を

整
理
し
た
上
で
、
残
り
の
２

年
間
の
目
標
と
戦
略
を
再
設

定
し
て
５
月
に
発
表
す
る
」

と
の
考
え
を
述
べ
た
。

　
環
境
経
営
は
昨
年
表
明
し

た
「
50
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
」
目
標
の
達
成
に

向
け
て
「
工
程
表
に
基
づ
き

着
実
に
推
進
す
る
」
と
強

調
。「
特
に
Ｃ
Ｏ

排
出
量

の
多
い
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
事

業
に
対
す
る
方
針
設
定
は
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

目
指
す
う
え
で
も
大
き
な
課

題
だ
。
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー

化
が
困
難
な
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ

ー
事
業
は
他
社
と
の
協
業
な

ど
を
含
め
、
具
体
的
な
対
応

を
進
め
る
」
と
事
業
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
改
革
に
意
欲
を
示

し
た
。

　
山
本
社
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍

の
未
曾
有
の
環
境
変
化
に
対

応
す
る
た
め
に
は
当
社
も
高

速
で
変
革
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
そ
こ
で
駅
伝
の
よ
う

に
命
か
ら
が
ら
襷
（
た
す

き
）
を
つ
な
ぐ
の
で
は
な

く
、
短
距
離
リ
レ
ー
の
よ
う

に
最
高
速
度
で
優
秀
で
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
人
材
に
バ
ト
ン
を

引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
変
革
へ

の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
た
」
と
社

長
交
代
の
理
由
を
述
べ
た
。

　
今
井
次
期
社
長
に
つ
い
て

は
「
豊
富
な
国
際
経
験
に
加

え
、
ク
ロ
ロ
プ
レ
ン
ゴ
ム
な

ど
主
力
事
業
の
運
営
、
経
営

企
画
業
務
に
も
長
年
携
わ

り
、
実
務
面
で
の
経
験
、
見

識
を
備
え
、
能
力
面
で
卓
越

し
て
い
る
。
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

ー
に
富
み
、
柔
軟
か
つ
チ
ャ

レ
ン
ジ
ン
グ
な
意
思
決
定
が

で
き
る
な
ど
、
社
長
と
し
て

他
に
な
い
適
任
の
人
材
だ
」

と
評
価
し
た
。
会
長
と
し
て

の
職
務
は
「
主
に
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
向
上
を
担
当
す
る
が
、

新
社
長
が
成
長
に
向
け
て
山

積
す
る
課
題
に
取
り
組
み
、

持
続
的
な
成
長
が
実
現
で
き

る
よ
う
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
」
考
え
だ
。

今
井
俊
夫
（
い
ま
い
・
と

し
お
）
氏

82
年
早
稲
田
大

学
政
治
経
済
学
部
卒
業
、
電

気
化
学
工
業
（
現
デ
ン
カ
）

入
社
。
13
年
執
行
役
員
、
17

年
常
務
執
行
役
員
、
19
年
取

締
役
常
務
執
行
役
員
、
20
年

取
締
役
専
務
執
行
役
員
。
神

奈
川
県
出
身
、
62
歳
。

　
日
東
紡
は
、
21
年
度
か
ら

３
年
間
の
新
中
期
経
営
計
画

を
策
定
し
た
。「
変
革
と
創

造
の
実
現
」
を
旗
印
と
し
、

重
点
取
り
組
み
と
し
て
▽
成

長
戦
略
の
実
践
▽
経
営
基
盤

の
強
化
▽
環
境
課
題
へ
の
取

り
組
み
強
化
▽
変
革
を
起
こ

す
人
財
の
育
成

―
を
進
め

る
。
財
務
目
標
と
し
て
23
年

度
売
上
高
１
千
億
円
（
20
年

度
見
込
み
７
８
５
億
円
）、

営
業
利
益
１
４
０
億
円
（
55

億
円
）、
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
２

５
０
億
円（
１
２
５
億
円
）、

Ｒ
Ｏ
Ｅ
10
％
（
７
％
）、
Ｒ

Ｏ
Ｉ
Ｃ
６
％
（
３
％
）、
自

己
資
本
比
率
55
％（
51
％
）、

Ｄ
／
Ｅ
レ
シ
オ
０
・
４
（
０

・
５
）
を
掲
げ
た
。
３
年
間

の
設
備
投
資
は
４
５
０
億
円

（
18
〜
20
年
度
見
込
み
５
２

１
億
円
）
を
計
画
す
る
。

　
成
長
戦
略
の
中
心
と
な
る

の
が
高
機
能
ガ
ラ
ス
繊
維
事

業
の
拡
大
。
第
５
世
代
移
動

通
信
シ
ス
テ
ム
「
５
Ｇ
」
の

運
用
本
格
化
を
背
景
に
、
高

新
中
計

５
Ｇ
用
ガ
ラ
ス
繊
維
拡
大

23
年
度
営
業
益
140
億
円
に

日東紡

速
大
容
量
の
デ
ー
タ
処
理
に

対
応
し
た
基
地
局
の
高
周
波

部
材
向
け
な
ど
に
拡
大
す
る

需
要
を
取
り
込
み
、
事
業
拡

大
を
加
速
さ
せ
る
。

　
日
東
紡
は
高
機
能
ガ
ラ
ス

繊
維
と
し
て
、
低
誘
電
率
、

低
誘
電
正
接
特
性
の
「
Ｎ
Ｅ

ガ
ラ
ス
」
と
、
低
熱
膨
張
、

高
引
張
弾
性
特
性
の
「
Ｔ
ガ

ラ
ス
」
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。

Ｎ
Ｅ
ガ
ラ
ス
は
、
伝
送
ロ
ス

を
抑
え
大
容
量
の
高
速
伝
送

が
要
求
さ
れ
る
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
向
け
サ
ー
バ
ー
や
基
地

局
の
高
周
波
部
材
に
使
用
さ

れ
る
。
Ｔ
ガ
ラ
ス
は
、
小
型

化
・
高
機
能
化
と
高
精
度
の

寸
法
安
定
性
が
求
め
ら
れ
る

サ
ー
バ
ー
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
基

板
に
使
わ
れ
る
。
５
Ｇ
の
運

用
本
格
化
な
ど
で
情
報
ト
ラ

フ
ィ
ッ
ク
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に

増
す
な
か
、
高
速
大
容
量
の

デ
ー
タ
処
理
に
資
す
る
高
機

能
ガ
ラ
ス
繊
維
の
需
要
が
一

段
と
高
ま
る
見
通
し
。

　
こ
の
た
め
、
素
材
の
高
機

能
ガ
ラ
ス
を
生
産
す
る
溶
融

炉
と
、
川
下
の
ヤ
ー
ン
、
ガ

ラ
ス
ク
ロ
ス
の
各
生
産
設
備

の
増
設
を
継
続
す
る
。
溶
融

炉
の
増
産
投
資
は
福
島
工
場

（
福
島
市
）
と
子
会
社
の
日

東
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
工
業

（
郡
山
市
）、
台
湾
子
会
社

で
行
う
。
ヤ
ー
ン
の
生
産
能

力
は
23
年
度
に
20
年
度
末
比

約
80
％
高
め
る
計
画
。

　
低
誘
電
ガ
ラ
ス
繊
維
の
次

世
代
品
「
Ｎ
Ｅ
Ｒ
ガ
ラ
ス
」

を
開
発
済
み
で
、
23
年
度
ま

で
に
日
東
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ

ー
で
溶
融
炉
を
新
設
し
量
産

化
す
る
。

　
経
営
基
盤
の
強
化
策
と
し

て
、
ガ
ラ
ス
繊
維
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
に
使
う
複
合
材
の

事
業
で
構
造
改
革
を
行
う
。

21
年
度
中
に
福
島
工
場
で
の

設
備
を
縮
小
し
、
そ
の
一
部

を
子
会
社
の
富
士
フ
ァ
イ
バ

ー
グ
ラ
ス
（
栃
木
県
真
岡

市
）
に
移
管
す
る
。
福
島
工

場
で
空
い
た
敷
地
に
高
機
能

ガ
ラ
ス
の
溶
融
炉
を
増
設
す

る
。23

年
度
に
ガ
ラ
ス
繊
維
事

業
全
体
の
売
上
高
を
20
年
度

見
込
み
比
１
６
５
億
円
増
の

７
９
０
億
円
、
営
業
利
益
を

62
億
円
増
の
１
６
５
億
円
と

す
る
計
画
。

　
海
外
診
断
薬
な
ど
の
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
事
業
は
売
上

高
１
７
０
億
円
（
20
年
度
見

込
み
１
３
０
億
円
）、
営
業

利
益
30
億
円
（
19
億
円
）
を

狙
う
。
繊
維
事
業
は
、
売
上

高
30
億
円
（
20
億
円
）、
営

業
利
益
３
億
円
（
８
億
円
の

損
失
）
を
目
指
す
。

　
環
境
課
題
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
Ｃ
Ｏ

排
出
量
削

減
、
廃
棄
ガ
ラ
ス
削
減
、
環

境
配
慮
型
新
商
品
の
開
発
を

進
め
る
。

30
年
度
に
目
指
す
姿
「
Ｂ

ｉ
ｇ
　
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０

３
０
」
も
策
定
し
た
。
新
中

計
は
、
そ
の
実
現
を
向
け
た

第
１
ス
テ
ッ
プ
に
位
置
づ
け

る
。


